
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者総合支援センター 
社会福祉士 

まずは、院内新人採用者研修を多職種の方々と共に受けていただきます。 

一緒に研修を受けた仲間との交流が、後々の自身の糧となること間違いなしです。 

新人研修終了後は、当部署のオリエンテーションを受けていただきます。１人１人

に担当がつき、業務同行をしながら MSW のお仕事について学んでいただきます。 

病棟ごとにチーム分けをしているので、色々なケースの支援を見ることができたり、指

導を受けることが出来ます。福祉制度や地域の社会資源の学習や必要時、ロール

プレイ等も行います。 

※１人１人の力量に合わせて指導を行っています。 

※名寄市立大学の講師の方など院内・院外の専門職種の方にも支援をしていただ

き学習会を開催しています。興味がある方は、認定看護師が主催するスキルアッ

プ研修にも参加することが出来ます。 

※状況に応じて、院外の研修、SW 学会への参加費用の助成もあります。 

 
年齢層が若い部署ですが協力し合いながら、 

一緒に働く新人の皆さんを支えていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連携  

他院から紹介された患者さんや 

他院へ紹介する患者さんの 

診療予約や検査予約申込み等を 

地域の医療機関と連絡を取り合って 

調整・支援する。 

 

患者総合支援センターって 

どんなところ？？      

入院支援  

患者さんが安心して入院し、 

治療や検査が受けられるよう、 

入院予約時に面談し、不安や疑問が 

解消できるように支援する。 

 

当院は、道北 3次医療圏の中核病院として、 

主に救急医療・急性期医療の中心的な役割を担っています。 

患者さんの医療的・福祉的の支援は当院だけでは完結できません。 

そのため、地域の医療機関や福祉関係機関・行政と連携し、 

患者さんが地域で安心して療養生活を送ることが出来るよう、 

通院から入院・退院までを一貫して調整・支援させていただいています。 

医療 ・福祉 ・介護  相談支援  

• 療養上の不安や心配事についてのご相談  

• 受診や入院についてのご相談 

• 各種介護・福祉相談  

• がん相談 等々・・・相談内容は多岐にわたります。 

退院支援  

入院患者さんやご家族の不安や困りごとの 

相談を受け、それぞれの状況に応じた支援を行う。 

ご自宅への退院や施設入居など 

退院後の生活がよりよく過ごせるように 

病院内や地域の様々な職種と連携し調整する。 

また、治療やリハビリ、療養等に伴う転院が 

必要な場合には他病院と連絡調整を行う。 

外来支援  

外来患者さんやご家族の不安や困りごとの相談

を受け、それぞれの状況に応じた支援を行う。 

病院内や地域の様々な職種と連携し調整する。 

がん患者 ・家族サロンの企画 ・運営  

（奇数月最終木曜日） 

広報活動（年 2 回の広報誌の発行） 

ストーマサロンの企画 ・運営  

（年 2 回、8 月・2 月） 

名寄市立大学、北星学園大学、北海道医療大学、 

北海道教育大学、星槎道都大学、吉田学園、 

北斗保健福祉専門学校 など 

保険医療機関において、社会福祉の立場から患者さんやその家族の方々の抱える経済的・心理的・ 

社会的問題の解決、調整を援助し、社会復帰の促進を図る業務を行う人と言われています。 

患者やその家族が安心して治療に専念し、問題を解決するためのサポートや調整を行う仕事です。 

その他・・・ 

•自治体病院学会で研究発表 •地域ケア会議へ参加 

•ソーシャルワーク学会へ参加 •地域連携会議へ参加 

•病院歓迎会・ビールパーティ・忘年会・玉入れ大会 など 

 院内行事や野球・インドアクラブなど趣味活動があります。 

•福利厚生もしっかりしています。 


